
何故、資産運用を考えないといけないんでしょうか？

日本銀行は年率２％のインフレ率（物価上昇率）を目標とした金融政策を実施していますが、
それに近いインフレ率が現在進行中です。

インフレ率が年率２％ということは、”１００円のものが１年後には１０２円になっている”という
ことで、同じ金額で買えるものが１年後には２％減少しているということでもあります。
逆に、１年後の１，０００万円は現在の約９８０万円と同じ価値ということもでき、恒常的に年率２％の
インフレ率が続くとすれば、下のグラフのように資産価値はどんどん目減りしていくことになります。

物価と資産価値の関係を考える

インフレ率が年率２％ならば、運用も
年率２％以上でなければ、資産は実質
的に目減りしていくことになります。

資産を運用することで、将来の実質
的な支払い価値を減らさないようにす
ることも大切な資産運用の視点である
といえます。

インフレ時における資産運用
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● インフレ
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世界的な地政学的リスクの深刻化や円安進行により、国内でも物価の上昇基調が強まっています。
インフレ時（継続的な物価上昇）においては、お金を現金のまま、あるいはインフレ率を下回る金利で
預金しても、買うことができる同じ価値の品物やサービスは毎年減少していくことになります。

⇒ インフレ率を上回る運用をしていかなければお金の価値は実質的に目減りしていくことに
なります！

インフレとは、モノやサービスの値段が継続的に上昇していくことを言います。
あるモノが一定の価格で購入できたのに、１年後には値上がりして同じ値段で購入でき
なくなっていることであり、お金の実質的な価値が下落していくことでもあります。


